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日

本
人
の

『

フ

ラ

ン

ダ
ー

ス

の

犬
』

　
　

　

　

　

　
　
ギ

井

上

英

明

　
「

終
わ

り

良
け
れ

ば

す
べ

て

良
し

」

と

い

う
こ

と

わ

ざ

が

あ

る。

人

生

の

最

期
を

有
終
の

美
で

飾
り

た
い

と

願
う
の

は、

普
通
の

人

間
が

誰
し

も
が

望
む

と

こ

ろ

で

あ

ろ

う
。

人
生
の

中
途
で

い

か

な

る

苦
難
が

あ
っ

た

と

し

て

も、

最
後
に

ハ

ッ

ピ

ー

エ

ン

ド

で

幕
引

き

が

で

き

れ

ば、

そ

の

人
の

人
生
は

満
足
す
べ

き

も
の

だ
っ

た

と

い

え

る

だ

ろ

う
。

　

し

か

し

な

が

ら

そ
の

一

方
で、

本
人
の

地

道
な

努
力
を

は

る

か

に

超
え

た、

大
き

な

時
代
の

う

ね

り
の

中

で

無
念
の

最
期
を

と

げ
る

人
生

も

現

実
で

あ

る

な

ら

ば、

思

わ

ぬ

ア

ク

シ

デ
ン

ト

に

巻

き
こ

ま

れ、

命
を

奪
わ

れ

る

と
い

っ

た

理

不
尽
も

ま

た

現

実
の

す

が

た

で

あ
る
。

　

こ

れ

を

虚
構
の

世

界

ー
文

学
や

映
画
や

演
劇
な

ど

の

作
品
に

仕
立

て

る

と

き、

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

カ

タ

ス

ト

ロ
フ

ィ

結
末
に

よ
っ

て

そ

れ

は

人
間

讃
歌
か

悲

　
劇

か

に

大

き

く

分

か

れ

る
。

単
純
に

言

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

カ

タ
ス

トロ
フ
ィ

え

ば、

人
間
讃
歌
は

生

き

る

喜
び

を

伝
え

る

も

の

で

あ

り、

悲

　
劇

は

人

知
の

及

ぼ

な

い
、

底
知
れ

ぬ

悲
し

み

や

苦
悩、

悔
恨、

絶
望

な

ど

を

伝
え

る

も

の

で

あ

る
。

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

ト

ラ

ジェ
デ

ィ

古

今
東
西、

す

ぐ

れ

た

文

学
作
品

は

悲

劇

に

多
い

と

言
っ

て

も

過
言
で

は

あ

る

ま

日

本

人
の

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

．
　

井
上

英
明

＊

言
語
文
化
学
科

　
教
授

　
日

本
古
典
文
学

　

　

　

　
　

ト

ラ

ジェ
ディ

い
。

な

ぜ

な

ら

悲

劇
こ

そ

が、

人
間
の

独
自
の

運
命
の

写

実

に

徹
し

て

い

る

か

ら

で

あ

る
。

『

平
家
物
語
』

や

『

口

ー

ラ

ン

の

歌
』

な

ど、

東
西

の

叙
事
詩

、、

近

代
文

学
に

至
っ

て

は

枚
挙
に

い

と

ま

が

な

い
。

　

本
稿
は

こ

う

し

た

大
人

の

文
学
に

対
し

て
、

特
に

子

ど

も

を

相
手
と

す

る、

い

わ

ゆ
る

児
童
文
学
の

例
を

考

え

て

み

る
。

子

ど

も
の

健
全

な

成
長

に

有
益
な

物

語
は、

悲
し
い

筋
立

て

よ

り

も
ハ

ッ

ピ

ー

エ

ン

ド

の

方
が

好
ま

し

い

と
い

う

考
え

方

が

あ

る
。

そ

こ

で

こ

こ

で

は

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

＞

UO
σqo

喘

局冖
窪
O
巽
。゚

が

原

作
を

離

れ

て
、

そ

の

後

ど

の

よ

う

に

変
容
し、

現

状
が

ど

う

な
っ

て

い

る

の

か

見

て

い

き

た

い
。

　

今
回

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

を

取
り

上

げ

る

き
っ

か

け

と

な
っ

た

の

は、

一

九

九
九
年
の

夏、

こ

の

作
品

が

映
画

化
さ

れ

た

折、

そ

の

結
末
が

原

作
通
り
の

「

悲
劇

版
」

と、

原
作

を

違
え

て

幸
せ

が

訪
れ

る

「

ハ
ッ

ピ

ー

エ

ン

ド

版
」

の、

二

通
り

が

作
ら

れ

た

と

い

う
記
事
が

出
た

か

ら

で

あ
っ

た。

結
末
の

有
り

よ

う
に

つ

い

て、

稿

者
は

以

前
に

『

小

さ

い

白

い

に

わ

と

り
』

や

『

金

の

斧、

銀
の

斧
』

な

ど

を

取
り

上

げ
て

論
じ
た

こ

と

も

あ

り、

大
い

に

興
味
を

抱
い

て

い

る
。

今

回
こ

れ

を

取
り

上

げ

れ

ば、

文
学
の

枠
を

越
え

て

映
画

に

ま

で

対
象
を

広
げ

る

こ

と

に

な

る

が、

作
品

論

と

し

て、

今
や

あ

ら

ゆ

る

メ

デ
ィ

ア

に

目

を

ひ

ろ

げ

て、

広
角
レ

ン

ズ

的
に

と

ら

え

て

み

る

こ

と

も

必

要
だ

ろ

う
。

　

そ

れ

で

は

ま

ず、

こ

の

作
品
の

概
略
か

ら

述
べ

て

い

こ

う。

こ

の

作
品

は

イ

ギ

リ

ス

の

女

流
作
家、

ウ

ィ

ー

ダ

○
‘

己
四

に

よ

っ

て

書
か

れ

た
。

本
名
は

ル

イ

ー

ズ

・

ド
。

ラ
・

メ

ー

ル

（
ζ
寶
冨

い
O
巳
ω

Φ

α
Φ

冨

幻
の

日
0
Φ
）

。

幼
い

こ

ろ

ル

イ

ー

ズ

と

言

え

ず
ウ

ィ

ー

ダ

と

言
っ

て

い

た

の

を

ペ

ン

ネ

ー

ム

に

し

た

と

い、
う
こ

と

で

あ

る
。

刊

行
さ

れ

た

の

は
一

八

七
二

年、

日

本
の

年
号
で

は

明

治
五

年
に

あ

た

る
。

以

来、

今

年
で

＝

三
二

年

目

を

迎
え

る
。

映
画

化
さ

れ

た
の

は、

今
回

で

四

度
目

に

な

る

よ

う

で

あ

る

し、

今

ま

で

に

翻

訳
・

翻
案
・

再

話
を

含
め

て

出
版
さ

れ

た

本
は

相
当

数
に73
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
日

本
文
化
学

部

二

冨

語
文

化
学
科
】

第
十
三

号

　
二

QO

五

年

の

ぼ

る

こ

と

を

考
え

れ

ば、

間
違
い

な

く

「

不

朽
の

名
作
」

と

言
っ

て

よ

い

だ

ろ

う
。

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
し
　

け

ん

　
日

本
で

は

明
治
四

二

年
（
一

九
〇

九
）

に、

日

高
柿
軒
に

よ

り

初
め

て

翻
訳

さ

れ

る
。

ウ

ィ

ー

ダ

が

生

涯
を

閉
じ

た

翌
年
の

こ

と
で

あ

る
。

柿
軒
は

日

本

基
督
教
会
の

牧
師
で

あ
っ

た
。

こ

の

翻
訳
本
は

多
く
の

読

者
を

得

て、

四

〇

刷
を

重
ね

た

由
。

主

人

公

の

少

年

ネ
ロ

と

忠
犬
パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

は、

明

治

初
期
の

翻
訳
に

多
く

み

ら

れ

る

　
　
　

　

　
　
　
　

　

ぶ

ち

よ

う

に、

こ

こ

で

は

清
と

斑
と
い

う

日

本
名

に

改
名

さ

れ

て

い

る
。

　
次
に

翻
訳

さ

れ

た

の

は

そ

の

十

年
後
の

大

正

八

年
（

一

九
｝
九）

、

評

論
家
で

も

あ

っ

た

加
藤
朝
鳥
の

手
に

よ

る
。

登
場
人
物
名
は

こ

こ

で

原

作
通

り

と

な

る
。

『

黒
馬

物
語
／

フ

ラ

ン

ダ

ア

ズ

の

犬
』

の

題
で、

動
物
物
語

の

傑

作
二

作
品

と

し

て

併
録
さ

れ

て

い

る
。

　
純
真
で

不

遇
な

少
年
と、

忠
実
な

犬

と

の

固
い

絆
の

物
語

は、

日

本
人
の

感
性
に

ぴ
っ

た

り

と

合
い
、

そ

の

後
も

新
し

い

翻
訳

が

次
々

と

出
版

さ

れ

て

い

っ

た
。

と

く

に

児
童
名

作
集
が

出
版
さ

れ

る

場
合

に

は、

必

ず
と

い

っ

て

よ

い

ほ

ど

名
を

連
ね

て

い

る
。

参
考
ま
で

に

そ

れ

ら

を

列
挙

し

て

み

る
。

世
界
こ

ど

も

名

作
全
集
　
小

学
館
　
全
20
巻

　
一

九

八

六

世

界
の

名
作
　
　

　
　
　

小

学
館
　
全
18
巻

　
一

九

九

八

子

ど

も

の

た

め

の

世

界
文
学
の

森
　
集
英

社

　
全

35
巻

　
一

九

九
四

妙
婢

　
世

界
の

名
作
　
世
界
文
化
社

　
全

22
巻
　
一

九
六
八

妙
婢

　
世

界
名
作
ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

　
山

田

書
院

　
全
20
巻

　
一

九
七

五

世

界
こ

ど

も

名
作
一

〇
〇

　
学
習
研
究
社
　
全

20
巻

　
一

九

八

九

こ

ど

も

世
界
名
作
童
話
　
ポ

プ

ラ

社
　
全

40
巻
　
一

九

八

八

　
以

上

は

私
が

手
に

取
っ

て

読
ん

だ

も

の

で

あ

る

が
、

る

名
作
集
が

、

少
な

か

ら

ず
存
在
す
る

で

あ

ろ

う。

他
に

も

ま

だ

出
版
さ

れ

て

い

74

　
次
に

文

庫
本
で

あ

る
。

岩
波
少

年
文
庫
版
は

、

一

九

五

七

年
（

昭

和
三

二
）

に

畠

中
尚
志
訳

が

発
行
さ

れ

た。

少
年
文
庫
だ

が

全

訳
で
、

実
に

四

六

年

も
の

間、

二

〇

〇
三

年
に

別
の

訳

者
に

よ

っ

て

改
訳
版
に

な

る

ま

で
、

読
み

つ

が

れ

版
を

重

ね

た
。

同
じ

ウ
ィ

ー

ダ

の

『

ニ

ュ
ル

ン

ベ

ル

ク

の

ス

ト

ー

ブ
』

を

併
録

し

て

い

る
。

　
も

う
一

冊、

こ

ち
ら

は

成
人
向

き

の

文

庫
本
で、

新
潮
文
庫
で

あ

る
。

村
岡
花
子

訳
の

こ

の

本
は
一

九

五

四

年
（

昭

和
二

九
）

に

発

行
さ

れ、

最

新
版
二

〇

〇
四

年
版

で

七
二

刷

を

数
え

る

ロ

ン

グ
セ

ラ

ー

で

あ

る
。

や

は

り

全

訳
で、
『

ニ

ュ

ル

ン

ベ

ル

ク

の

ス

ト

ー

ブ
』

を

併
録

し

て

い

る
。

現
在、

カ

バ

ー

は

安
野

光

雅
氏
の

絵
で

書
店

に

並

ん

で

い

る

が、

先
に

述
べ

た

ア

メ

リ

カ

映
画
実
写
版
「

フ

ラ

ン

ダ
ー

ス

の

犬
」

の

ス

チ

ー

ル

写

真
（

ネ

ロ

が

パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

の

首
を

抱
く
シ

ー

ン

）

が

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

と

し

て

カ

バ

ー

に

な
っ

た

時
期
も

あ

れ

ば、

後
述

す
る

ア

ニ

メ

「

劇
場
版
フ

ラ

ン

ダ
ー

ス

の

犬
」

の

ス

チ

ー

ル

写

真
（

ま

ば

ゆ

い

光
に

反
射
す

る

ル

ー

ベ

ン

ス

の

絵
と
、

そ

れ

を

見
る

ネ
p

と
パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

の

小
さ

な

後
ろ

姿
）

が

カ

バ

ー

と

な
っ

た

時
期

も

あ

る
。

パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

が

黄
褐
色
だ
っ

た

り

黒
だ
っ

た

り

ブ

チ

だ

っ

た

り

と、

三

様
に

違

う
の

も

興
味
深
い

。

当
時、

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

で

労
役
犬

と

し

て

使
わ

れ

て

い

た

犬

は、

黄
褐
色、

茶
色、

黒、

ブ

チ

な

ど

外
見
は

い

ろ
い

ろ

の

よ

う
で

あ

る
。

ち

な

み

に

原
文
に

は、

毛

な

み

は

黄
色
で

耳
が

ま
っ

す
ぐ
と

あ

る

の

で
、

そ

の

点
は

安

野

氏
の

絵
が

忠

実
で

あ

る
。

　
こ

う

し
て

時

代
の

要

請
に

あ

わ

せ

て

と

り

ど

り

の

カ

バ

ー

を

ま

と

い

な

が

ら、

出

版
以

来
五

〇

年

を

超
え

る

こ

の

本
は、

最
も

原
作
に

忠
実
に

訳
さ

れ

て

い

る

と

の

定

評

で

あ

る
。

　
文

庫
本
の

次

だ

が
、

別
ジ

ャ

ン

ル

と

し

て

ア

ニ

メ

版
の

本

や

絵
本
が

あ

る
。

こ

ち

ら

も

単
行

本

や

シ

リ

ー

ズ

と

し

て、

と

く

に

幼
児、

児

童
向

き

に

数
多
く

出
版
さ

れ

て

い

る
。

こ

れ

ら

テ

レ

ビ

や

映
画
で

放
映
さ

れ

た

ア

ニ

メ

ー

シ

ョ

ン

作
品
を

も

と

に

し

た

作
品、

い

わ

ゆ

る

キ

ャ

ラ

ク

タ

i
本
は、

図

書
館
に

よ
っ

て

は

置
か

な

い

と

決
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め
て

い

る

所
も

あ

る
。

そ
の

場
A
口

は、

デ
ィ

ズ

ニ

ー

の

映

画

を

も

と

に

し

た

本
も

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

本
で

あ

る

か

ら、

同

じ

扱
い

で

あ

る
。

　

さ

て、

日

本
で

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

が
、

こ

れ

ほ

ど

に

あ

ま

ね

く

知

ら

れ

る

よ

う
に

な

っ・
た

の

は、

今
ま

で

述
べ

て

き

た

本
だ

け
で

は

な

く、

実
は

テ

レ

ビ

ア

ニ

メ

の

放
映
に

負
う

と
こ

ろ
が

大

き
い

。

　一

九

七

五

年
、

ア

ニ

メ

「

世
界
名
作
劇
場
」

が

始
ま
る
。

　

こ

れ

は

そ

の

前
年、
　一

年
に

わ

た
っ

て

放
映
さ

れ

た

長

編
ア

ニ

メ

ー

シ

ョ

ン

映
画

「

ア

ル

プ

ス

の

少
女
パ

イ
ジ

」

の

あ

と

を

受
け

て

企
画

さ

れ

た

も

の

で、

そ

の

第
一

回
が

「

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
」

で

あ
っ

た
。

フ

ジ

テ

レ

ビ

系
で

毎

週

日

曜
日、

午
後

七

時
半
に

放

映
さ

れ

た

「

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
」

は
、

一

年
間
で

全

五
二

話

に

な

る

が、

平
均
視
聴
率
二

二

・

五

％、

最

終
回

で

は

三

〇
％
を

記

録
し

た

と

い

う

か

ら、

人
気
の

ほ

ど

が

う
か

が

え

る
。

こ

の

人
気
の

高
さ

に、

終
了

後
す

ぐ

に

「

ア

ン

コ

ー

ル

名

作
劇
場
」

と

し

て、

毎
週
水
曜

日

の

午
後
七

時
と
い

う
ゴ

ー

ル

デ

ン

タ

イ

ム

で

再
放

映
が

開
始
さ

れ

た
。

そ

し

て

そ

の

後、

た

び

た

び

再

放
映
さ

れ

て

今
日

に

至

る
。

　

ち

な

み

に

ア

ニ

メ

「

世
界
名
作
劇
場
」

に

は
、

他
に

『

母

を

た

ず
ね

て

三

千
里
』

『

赤
毛

の

ア

ン

』

『

小

公

子
』

『

小

公

女
』

『

若
草
物
語
』

『

ピ

ー

タ

ー

パ

ン

』

等
々

が

あ

り、

最
終
作
『

家
な

き
子
レ

ミ
』

が
一

九

九

七

年
に

終
了

す
る

ま

で

に

二

三

作、

二

三

年
の

長

き

に

わ

た

り
、

子
ど

も

た

ち

に

実
に

多
大
な

影
響
を

与

え

て

き

た
。

読

書
だ

け
で

は
こ

れ

ほ

ど

に

広
く

深
く

浸
透
し

た

と

は

思
わ

れ

な

い
。

ア

ニ

メ

番
組
恐

る

べ

し、

で

あ

る
。

　

今

も
ビ

デ

オ

店
に

は、

ア

ニ

メ

「

世
界

名

作
劇
場
」

の．
物
語
の

数
々

が

ビ

デ

オ

や

DVD

で

勢
ぞ

ろ

い

し

て

お

り、

中
で

も

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

や

『

母

を

た

ず

ね

て

三

千

里
』

な

ど

は

人

気
が

高
い

よ

う

だ
。

二

〇
〇
一

年

に

は
、

『

絵
本

ア

ニ

メ

「

世

界
名
作
劇
場
」

』

が
、

シ

リ

ー

ズ

で

出
版

さ

れ

た
。

当

時
の

少

年

少
女

が

親
世
代

と

な

っ

て、

子
ど

も
に

選
び

与

え

る

ケ

ー

ス

も

多
い

こ

と

で

あ

ろ

う
。

ア

ニ゜
メ

は

す

日

本
人

の

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

井

上

英
明

っ

か

り

定
着
し、

日

本
の

文

化
と

な
っ

て

い

る

こ

と

を

実
感
す

る
。

　
ス

ト
ー

リ

ー

は

周

知
の

こ

と
で

は

あ

ろ

う
が、

こ

こ

で

原
作

に

沿
ワ

て、

ま

ず
話

の

骨
子

を

た

ど
っ

て

み

る。

　
幼
い

ネ

ロ

と

年
取

っ

た

祖
父

−
牛
乳
の

集
配

が

仕
事
の

貧
乏

な

暮
ら

し

ー
パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

と

の

出
会
い

　
　
風

車
小

屋

の

火
事

−
犯
人
に

さ

れ

る

ネ
ロ

ー
集

配

を

断
る

村
人

た

ち

1
祖
父
の

死

−
絵
画

展
へ

の

応
募

−
落
選

−
大
金
を

拾
う

1
届

け

る

−
大

聖

堂．
で

ネ

ロ

と
パ

ト

ラ

ッ

シ

4

凍
死

−
同

じ

墓
に

埋

葬

さ

れ

る

　
以

上

で

あ

る

が、

こ

れ

に

幼
友

達
の

ア

ロ

ア、

そ

の

父
コ

ゼ

ツ

な

ど

が

か

ら

む
。

・

ウ
ィ

ー

ダ

は、

こ

れ

を

た

ん

た

ん

と

即

物
的
に

描
い

て

い

る
。

世
の

中
の

酷
薄
さ

は、

ネ
ロ

に

放
火

犯
の

濡
れ

衣
を

着
せ、

仕
事
を

奪
い
、

小
屋

か

ら
の

立

ち
の

き

を

命
じ

る
。

年
老

い

た

祖
父

は

死
に
、

頼
み

の

絵
画

展
で

は

有
力

者
の

息

子

が

入

選

し、

ネ

ロ

は

落
選

す
る

。

も

は

や

ネ
ロ

に

は

死

し

か

な

か

っ

た
。

餓
死、

凍

死
。

救
い

は

パ

ト

ラ」
ッ

シ

ュ

が

死

出
の

旅
立

ち

に

同

行
し

て

く

れ

た
こ

と

と、

死
の

寸

前
に

ル

ー

ベ

ン

ス

の

二

幅
の

絵
が

つ

い

に

見

ら

れ

た
こ

と

以

外
に

は

な
い

。

落
選

が

わ

か

っ

て

の

失
意
の

中
で

の

帰
り

道、

ネ
ロ

と
パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

は

大
金
の

入
っ

た

サ

イ

フ

を

拾

う
。

持
ち

主
が
コ

ゼ

ツ

と

分

か

り、

家
に

届
け

る
。．

コ

ゼ

ツ

は

破
産
を

免

れ

る
。

ネ

ロ

は

ま

さ

に

仇
を

恩
で

報
い

た
の

で

あ

る
。

し

か

し

そ

れ

も

死
へ

赴
こ

う

と

す

る

ネ

ロ

を

止

め

る

こ

と

に

は

な

ら

な
か

っ

た
。

ウ

ィ

ー

ダ

は

書
く

。

　
こ

の

世

に

生

き

な
が

ら

え

る

よ

り

も

ふ

た

り

に

と
っ

て

死

の

方
が

情

け

深
か

っ

た。

愛
に

は

報
い

ず、

信
じ

る

心

に

は

そ

の

信

念
の

実
現
を

み
せ

よ

う

と

し

な
い

世

界

か

ら、

死

は

忠
実

な

愛
を
い

だ

い

た

ま

ま

の

犬
と

、

信
じ
る

清
い

心

の

ま

ま

の

少
年
と、

こ

の

二

つ

の

生

命
を

引
取

っ

た

の

で

あ

る
。

　
　
　
（

村

岡
花
子

訳
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明
星
大

学

研
究
紀
要
【
日

本
文

化

学
部
・
言
語
文

化

学
科】

第
十
三

号

　
二

〇

〇

五

年

　

こ

の

世
は

か

く

も

苦
難
に

満
ち、

死
ん

で

初
め

て

幸

せ

に

な

る

と

い

う
こ

の

救
い

の

な

さ
。

ウ
ィ

ー

ダ

は
こ

の

二

人
を

死
へ

追
い

や
っ

た

人
間

社
会
の

過

酷
さ

を
こ

そ

書
き

た

か

っ

た

の

で

あ

る
。

　

先

に、

二

冊
の

文
庫
本
に

つ

い

て

「

完
訳
」

と

紹
介
し

た
。

原
作
通

り

に

訳

さ

れ

た

完

訳
に

対

し

て、

ほ

か

の

童

話
や

絵
本
は、

原

作
を

も

と

に

し

た

翻
案
で

あ

る
。

ネ
ロ

と
パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

の

固
い

絆
、

ア

ロ

ア

と

の

交
流、

ル

ー

ベ

ン

ス

へ

の

憧
れ、

な

ど

の

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

な

面
に

重

き

を

置
い

て

書
か

れ、

人

間

社
会
の

過

酷
さ

は

原
作

よ

り

薄
め

ら

れ、

死

の

場
面

で

は
、

幾
分

な

り

と

も

救
い

が

あ

る

よ

う
に

書
か

れ

て

い

る

の

で

あ

る
。

　

テ

レ

ビ

ア

ニ

メ

の

「

フ

ラ

ン

ダ
ー

ス

の

犬
」

が

日

本

で

こ

れ

ほ

ど

の

人

気
を

博
し、

今

な

お

愛
さ

れ

続
け
て

い

る

の

は、

原
作
に

く

ら
べ
、

子

ど

も

向

き

に

救
い

の

あ

る

作
品
に

生

ま

れ

変
わ
っ

て

い

る

か

ら

に

ほ

か

な

ら

な

い
。

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

デ

ザ

イ

ン

の

可

憐
さ
、

カ

ラ

ー

の

す

ば

ら

し

さ、

い

か

に

も

子

ど

も

ら

し

い

声、

ア

ニ

メ

だ

か

ら

こ

そ

表
現
で

き

る、
　一

種
フ

ァ

ン

タ

ジ

ー

の

世
界
で

あ

る
。

さ

ら

に

ス

ト

ー

リ

ー

に

は
、

元

気
の

い

い

二

人

兄

弟
が、

ネ
ロ

の

ち
ょ

う

ど

兄

と

弟
の

よ

う
に

新
し

く

設

定
さ

れ、

親
身
に

な
っ

て

心

配

し

て

く

れ

る

隣
の

お

ば

あ

さ

ん
、

生

活
費
を

援
助
し

て

く

れ

る

木
樵
の

お

じ

さ

ん

等
も

加
え

ら
れ

て

い

る。

　

そ

し

て

最
後
の

場
面

も

美
し
い

。

確
か

に

原
作
通
り

に

死
ぬ

結
末
で

は

あ

る

が
、

天

使
に

迎

え

ら

れ

守
ら

れ、

ネ
ロ

は
パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

の

ひ

く

車
に

乗
っ

て、

ほ

ほ

え

み

な

が

ら

天
へ

駆
け

昇
っ

て

い

く。

地

上

で

は
、

ネ
ロ

を

愛
す

る

人
た

ち、

謝
罪
し

た
い

人

た

ち

等、

大

勢
の

村
人

た

ち
が、

半
鐘
を

鳴
ら
し

て

雪
と

風
の

中
を

必

死

で

捜
し

ま

わ

ク

て

い

る。

何
か

を

察
し

た

ア

ロ

ア

の

ネ
ロ

を

呼
ぶ

絶
叫

1
。

鮮

烈
な

印

象
を

残
す

最
終
場

面

で

あ

る
。

　

原
作
で

は、

天

使
た

ち
も

現
れ

な

い

し、

ネ
ロ

た

ち

を

捜
す

人
も
い

な
い
。

ネ

ロ

は

人
間
に

絶
望

し

て

パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

と

共

に

死

に

臨
む

。

「

ふ

た

り

で

よ

こ

に

な

っ

76

て

死
の

う。

人
は

ぼ

く

た

ち

に

は

用
は

な

い

ん

だ
。

ふ

た

り

っ

き

り

な

ん

だ
L

（

村

岡
訳
以

下

同
じ

）

そ

こ

へ

月

の

光
が

さ

し
こ

み、

お

お

い

の

外

れ

た

二

幅
の

絵
を

照

ら

す
。

ネ

ロ

は

絵

を

見
て

歓
喜
の

涙

を

流
す

。

や

が

て

闇
が

戻

る
。

　
「

ぼ

く

た

ち

は

あ
の

イ

エ

ス

さ

ま

の

お

顔
を

ー
あ

の

世
で

見

ら

れ

る

だ

ろ

う
。

そ

し

て

イ
エ

ス

さ

ま

は

ぼ

く

た

ち

を

離
れ

離
れ

に

は

な

さ

る

ま
い

よ
」

と

ネ

ロ

。

ネ

ロ

は

死

ぬ

こ

と

を

恐
れ

て

は

い

な
い

。

む

し

ろ

イ
エ

ス

さ

ま

の

許
へ

行

け

る

こ

と

だ

と

希
望

を

持
っ

て

い

る
。

そ

し
て

二

人

を

離
れ

離
れ

に

は

な

さ

ら

な
い

と、

イ
エ

ス

さ

ま

を

信
じ

て

い

る
。

ネ
ロ

が

そ

の

よ

う

な

気
持
ち

で

死
ん

で

い

っ

た

こ

と

は

書
い

て

も、

ウ

ィ

ー

ダ

は、

苛

酷
な

事

実
以

外
は

何
も

書
か

な
い

。

次
の

行
に

は
、

翌

朝、

凍
死

し

た

二

人

が

見
つ

か

っ

た
こ

と

が
、

た

ん

た

ん

と

書
か

れ

て

い

る
。

　

そ

の

あ

と

に

コ

ゼ

ツ

の

激
し
い

後
悔
と

泣
き

な

が

ら
の

謝
罪
の

よ

う

す、

審
査
員

の
一

人
で

高
名
な

画

家
が、

ネ
ロ

を

天

才
少
年
と

称
賛
し

た

こ

と、

号
泣

す

る

ア

ロ

ア

が

語

ら

れ

る

が、

そ

れ

ら

を

ネ

ロ

の

「

青
ざ

め

た

若

い

顔
」

が

「

『

も

う

間
に

あ

わ

な

い
』

と

答
え

て

い

た
」

と

取
り

あ

わ

な
い

。

ウ

ィ

ー

ダ

は
、

キ

リ

ス

ト

教
上
、

異

例
な

こ

と

と

し

て

人

間
ネ

ロ

と

動
物
パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

が
一

つ

の

墓
に

葬
ら

れ

た

こ

と

を

も
っ

て、

筆

を

措
く
。

そ

れ

は
、

少
年
が

あ

ま

り

に

強
く

犬

を

抱
い

て

い

る

の

で

離
せ

な

か
っ

た
こ

と

と、

よ

う
や

く

「

後
悔
し

恥
じ
い

っ

た

村
人
た

ち
」

が、

同

じ

墓
に

葬
る

よ

う

教
会

の

許
可
を

得

る

べ

く

取
り

は

か

ら
っ

た

か

ら

で

あ
っ

た

が
、

ネ
ロ

の

最
後
の

望

み

は

叶
っ

た

と

は

い

え
、

「

離
れ

離
れ

に

な

り

た

く

な
い

」

相
手

は、

人

間
で

は

な

く、

犬
で

あ
っ

た。

徹
底
し

た

リ

ア

リ

ズ

ム

で

あ

る
。

セ

ン

チ

メ

ン

タ

ル

と

か、

お

涙
ち
ょ

う
だ

い

と

か

の

評

か

ら

は

程
遠
く、

非
情
の

社
会

が

容
赦

な

く

暴
か

れ

た

小

説
な

の

で

あ

る
。

原
作
に

手
を

加
え、

救
い

の

あ
る

物

語

に

す
る

の

は
、

子
ど

も

向
け

作
品、

あ

る

い

は

映
像
で

あ

れ

ば、

当
然

の

こ

と

で

あ

ろ

う
と

思
う。

　

さ

て

テ

レ

ビ

ア

ニ

メ

「

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
」

は、

次
に

「

劇
場
版
フ

ラ

ン

ダ

ー

N 工工
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ス

の

犬
L

と

し

て、

今
度
は

映
画
館
の

ス

ク

リ

L

ン

に

場
を

移
す。

先
に

述
べ

た

新

潮
文
庫
の

カ

バ

ー

は
、

こ

の

映
画
の

最
後
の
一

シ

ー

ン

で

あ

る
。

　
一

九

九
七

年
「

世

界
名
作
劇
場
」

が

終
了

し

た

年
に、

と

く

に

人

気
の

あ

っ

た

「

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
」

を、

新
し

く

映．
画

用

に

製
作
し

た

の

で

あ

る
。

監
督
も

前

と

同
じ

黒
田

昌
郎
監
督
で

、

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

・

デ

ザ

イ

ン

や

筋
立

て

な

ど、

テ

レ

ビ

の

イ

メ

ー

ジ

を

そ

の

ま

ま

引
き

継
ぎ

な

が

ら、

案
内

役
と

し

て

成
入

し

た

ア

ロ

ア

が

過

去
を

ふ

り

返

る

と
い

う
形
を

と

る。

大

聖

堂
へ

馬
車
を

乗
り
つ

け

た
一

人
の

清
ら

か

な

修
道
女

。

こ

れ

が

ア

ロ

ア

で

あ

る
。

う

し

ろ

か

ら

世

話

を

し

て

い

る

孤
児
院
の

子
ど

も

た

ち
が

つ

い

て

く
る
。

ル

ー

ベ

ン

ス

の

「

聖

母
昇
天
」

の

絵
の

下
で

祈
る

彼

ら
。

こ

の

絵
は

無
料
で

見
る

こ

と

が

で

き

た
の

で
、

い

つ

も

ネ

ロ

が

見
に

来
て

い

た

絵
で

あ

る
。

「

ル

ー

ベ

ン

ス

と

同
じ

位
す

ば

ら

し

い

画

家
を

知
っ

て

い

る

わ
」

と

つ

ぶ

や

く
ア

ロ

ア
。

そ

れ

か

ら

長
い

回

想

の

シ

ー

ン

に

入
っ

て

い

く。

最
後、

ル

ー

ペ

ン

ス

の

絵
の

前
を

元

気

に

横
切

っ

て

い

く

ネ
ロ

と

パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

。

ネ

ロ

は

往
時
の

ま

ま

の

幼
い

姿
で

あ

る
。

犬
の

鳴
き

声
と

ネ

ロ

の

声
が

重
な

る
。

「

ア

ロ

ア、

ぼ

く

は

い

つ

も

ア

ロ

ア

の

ぞ

ぱ

に

い

る

よ
」

　」

。

ネ

ロ

の

幼
友
達
の

兄

弟
も

や
っ

て

来

て、

今
は

い

い

若
者
に

な
っ

た

彼
ら

が

子

ど

も

達
の

相
手

を

し

て

元
気
に

走
り

ま

わ

っ

て

い

る。

本
編
が

終
わ

り、

8
ω
け

の

文
字
が

流
れ

始
め

、

主
題

歌
が

始

ま

る
。

そ

れ

は

英
語

で、

画

面

に

は

日

本
語

訳
が

出

て

く

る
。

「

泣
き

な

が

ら

私
は

あ

な

た

の

名
を

呼
ぶ

の
」

が

繰
り

返
し

出
て

く

る
。

「

私
は

あ

な

た

と
一

緒
に

生

き

て

い

く

の

よ
」

「

あ

な

た

が

い

つ

も

そ

ば

に

い

る
」

な

ど

の

フ

レ

ー

ズ

が

あ

り

「

あ

な

た

は

永
遠
に

私
の

最
愛
の

人、

私

の

お

友
達

な

の
。

あ

な

た

が

私
を

強

く

し
て

く

れ

た
の

よ
」

で

結
ば

れ

る。

現

在
の

ア

ロ

ア

の

心

境
を

歌
い

上

げ

て

い

る

の

だ
が
、

ネ

卩

た

ち

を
い

つ

ま

で

も

忘

れ

な
い

と

い

う

気
持
ち

に

は

心

あ

た

た

ま

る

け
れ

ど

も、

ア

ロ

ア

は

こ

の

よ

う
に

し

て
一

生

を

修
道
女

の

ま

ま

で

終
わ

る

の

だ

ろ

う
か

と、

現
世

的

に

見

れ

ば

痛
々

し

く

も

感
じ

ら

れ

る
。

日

本
人
の

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

井
上

英
明

　

ま

た
一

方
で

は、

ネ

ロ

を

慕．
う

気

持

ち
が
、

ア

ロ

ア

に

修
道

女
と

し

て

の

道
を

強

い

決
意
で

歩
ま
せ

て

い

る

の

を

見

る

と、

こ

の

作
品

は

原

作
者
ウ

ィ

ー

ダ
へ

の

オ

マ

ー

ジ

ュ

と

さ

え

思

わ

れ

て

く

る
。

し
か

し、

果

た

し

て

ウ

ィ

ー

ダ

は

こ

う
し

た

ア

ロ

ア

の

そ

の

後
を

容

認

す

る

だ

ろ

う

か
。

　

ア

ロ

ア

が

修
道

女

に

な
っ

て

現

れ

た

こ

と

に

と

ま

ど

う
向

き

も

あ
る

が、

と

も

か

く

ま

た
一

段
と

美
し

い．
画

面
で

の

新
作
映
画

は、

評

価
も

高
く

興

業
的
に

も

成
功

だ

っ

た

よ

う

で

あ

る
。

　

か

く

述
べ

て

き

た

よ

う
に、

日

本
で

は

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

は

世
に

隠

れ

な

き

名
作
と

し

て

親
し

ま

れ

て

い

る

が、

海
外
で

は

ど

う
で

あ

ろ

う

か
。

意
外
な
こ

と

に
、

舞
台
と

な
っ

た

ベ

ル

ギ

ー

の

ア

ン

ト

ワ

ー

プ

で

は、

長

年、

ま
っ

た

く

知

る

人

も

な

く
、

と

い

う
の

が

実
情
で

あ
っ

た
。

現
在、

ア

ン

ト

ワ

ー

プ

郊
外

の

ホ

ボ

ケ

ン

と
い

う

所
に、

ネ
ロ

と
パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

の

像
が

建
っ

て

い

る

が
、

そ
の

原
動
力

と

な

っ

た

の

は、

何
と

日

本
入
観
光

客

と

い

う
こ

と

で

あ

る
。

　

経
過
は
こ

う

で

あ

る
。

ア

ニ

メ

「

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
」

の

人

気
は、

ネ

ロ

と

パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

の

故
郷
ア

ン

ト

ワ

ー

プ

へ

の

観
光
旅

行
客
を
、

年
々

増
加

さ

せ

て

い

っ

た。

し

か

し、

御
当
地

だ

と

い

う
の

に、
「

ネ

卩

」

と

い

っ

て

も

「

パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

」

と
い

っ

て

も、

誰
も

知
ら

な
い

の

で

あ

る
。

き

つ

ね

に

つ

ま

ま

れ

た

よ

う
な

日

本
人

観
光

客
と、

何
の

こ

と

だ

か

見
当

も

つ

か

な

い

ア

ン

ト

ワ

ー

プ

の

人
た

ち

ー
。

そ

こ

で

立

ち

上

が
っ

た

の

が
、

市
の

観
光
局
の

職
員、

ヤ

ン

・
コ

ル

テ

ー

ル

氏
だ

っ

た
。

数
年
に

わ

た

る

彼
の

努
力
の

か

い

あ
っ

て、

つ

い

に

ネ

ロ

と
パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

の

像
が

完
成
す

る

に

至
っ

た

の

で

あ

る
、

　

そ

の

間
の

事
情
は、

一

九

八

五

年
三

月

二

十
二

日

付
朝
日

新
聞
夕

刊
に

お

い

て

大

き

く

報
道
さ

れ

た
。

見
出

し
の

ラ

イ

ン

が

「

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

の

赤
い

風
車

見
つ ．
け

た
」

「

ル

ー

ツ

探
し

名

作
に

脚
光
」

「

糸
口

開
い

た

邦
人

観
光
客
」

と、

横、

た

て、

横
に

並

ぶ
。

小
さ

く
コ

ル

テ
ー

ル

氏
の

顔
写

真。

そ

し

て

ネ
ロ

と
パ

ト

ラ

ッ77
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明
星

大

学
研

究

紀
要
【

日

本
文

化
学
部
・
言
語
文

化
学
科
】

第
十

三

号
　
二

〇
〇
五

年

シ

ュ

の

像
の

写

真
は

た

て

長
。

半
ズ

ボ

ン

に

木
ぐ

つ

を

は

い

て
、

細
い

す

ね

が

い

た

い

け

な

感
じ
の

ネ
ロ

。

足

元
に

は
パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

が

す
わ

っ

て

い

る
。

キ

ャ

プ

シ

ョ

ン

に

は

「

完
成
し

た

ネ
ル

ロ

と

パ

ト

ラ

ッ

シ

ェ

の

像
1ー
ホ

ボ

ケ
ン

の

図

書
館
で
」

と

あ

る
。

風
車
の

写
真
も

あ

る
。

風

車
自
体
は

取
り

こ

わ

さ

れ

て

す
で

に

な

く、

写

真

は

そ

れ

以
前
の

も

の

で

あ

る

が
、

こ

れ

が

物
語
に

登

場
す
る

風

車
の

モ

デ
ル

だ

っ

た

と

確
定
さ

れ

た

と

あ

る
。

写
真
は
カ

ラ

ー

で

は

な

い

の

で
、

赤
い

色
か

ど

う
か

ま

で

は

わ

か

ら
な

い
。

そ

の

下

に

は

建
物
の

写

真
。

キ

ャ

プ

シ

ョ

ン

に

「

風

車
の

跡
の

学

校
。

そ

の

名
も

『

風
車
小

学
校
』

」

と

あ

る
。

　

記

事
は、

コ

ル

テ

ー

ル

氏
へ

の

取
材
を

も

と

に

書
か

れ

て

い

る
。

ア

ン

ト

ワ

ー

プ

を

訪
れ

る

日

本
人
が

「

ほ

と
ん

ど

例
外
な

く

持
ち
出
し

て

く

る

の

が

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』
」

で、

観
光
局
の

「

同

僚
も

友
入
も

さ

っ

ぱ

り

知
ら

な

い
」

状
況
だ

っ

た

の

が
、

「

神
戸
か

ら

新
婚
旅
行
に

や

っ

て

き

た

若
い

医

師
夫
妻
」

か

ら、

初
め

て

く

わ

し
い

物
語
を

聞
く

。

心

を

打
た

れ

た

彼
は

よ

う
や

く

市
の

図
書
館
で

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

を

発
見
す

る

が、
「

約
六

十
年
の

問
に、

ほ

ん

の

二
、

三

度
貸
し

出

さ

れ

た

形
跡
が

あ

る

だ

け

だ
っ

た
」

。

そ

れ

か

ら

調
査
を

始
め

、

ネ

ロ

と
パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

の

故
郷
を

ア

ン

ト

ワ

ー

プ

郊
外

の

ホ

ボ

ケ

ン

と

い

う
村
と

断
定、

赤
い

風
車
の

跡

地、
「

運
河
」

は

ス

ケ
ル

ト

川

だ
っ

た
こ

と、
「

聖
母

教
会
」

な

ど

も

特
定
で

き

た
。

つ

い

に

ア
ン

ト

ワ

ー

プ

当

局
も

動

き

出
す
こ

と

と

な

り
、

ネ
ロ

と

パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

の

像
が

作
ら

れ

た、

と
い

う

わ

け

で

あ

る
。

除
幕
式
に

は

ア

ン

ト

ワ

ー

プ

州
の

知

事、

市
長、

在
ベ

ル

ギ

ー

日

本
大

使、

そ

し

て

「

ネ
ル

ロ

と

同

じ

年
ご

ろ

と

い

う
こ

と

で、

ブ

リ

ュ

ッ

セ

ル

日

本
人

学
校
の

三

年
生

の

児
童
が

日

の

丸

の

旗
を

持
っ

て

参
加

し

た
」

の

で

あ

る
。

オ

ラ

ン

ダ

語

（

ベ

ル

ギ

ー

の

公
用
語
の

一
つ
）

で

初
の

『

フ

ラ

ン

ダ
ー

ス

の

犬
』

も

出
版
さ

れ

た

そ

う

で

あ

る
。

　

こ

の

物
語

が

御
当

地
ベ

ル

ギ

ー

で、

か

く

も

知
ら

れ

て

い

な
か

っ

た

の

は、

オ

ラ

ン

ダ

語
訳

が

な

か

っ

た

か

ら

と

い

う
の

は

当

然
至
極
の

理

由
で

あ

る

が
、

し

か

し

な

78

ぜ

翻
訳
さ

れ

な

か

っ

た

の

か

と

い

う

疑
問
は

残
る

。

こ

こ

へ

き

て、

よ

う
や

く

日

本

人
観
光

客
の

熱
気
に

当
て

ら

れ

た

形

で

オ

ラ

ン

ダ

語
訳

が

実
現
し

た

が
、

以

来、

国

民

的
に

人
気
が

高
ま
っ

た

と
い

う
こ

と

も

な

く、

観
光

関
係
者
な

ど
一

部
で

知
ら

れ

る

よ

う

に

な
っ

た

と

い

う
こ

と

の

よ

う
で

あ

る
。

　

つ

け

加
え

る

と、

日

本

人

観
光
客
に

と

っ

て

は、

以

後
こ

の

像
を

は

じ

め

と

す

る

名
所
や、

ネ
ロ

た

ち

が

通
っ

た

ル

ー

ト

な

ど

が

書
か

れ

た

日

本
語
の

案
内

書
も

整
い
、

充
実
し

た

ネ
ロ

と
パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

に

会

う

旅
が

で

き

る

よ

う

に

な
っ

た

の

で

あ

る
。

　

ア

ン

ト

ワ

ー

プ

以
外

で

は

ど

う

で

あ

ろ

う
か

。

今
、

私
の

手
元
に、

英
語
版
》

Uo

αqo

剛

コ

穹
α
Φ

窃

が

あ

る
。

こ

の

本
は
一

九

九
二

年
ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

の

ド

ー

バ

ー

社
か

ら

出
版
さ

れ、

一

八

九
三

年
の

初
版
本、

〉
】
）

O
αqOh

固
p
口
O
Φ

『

ω

帥
コ
α

O
け

7

卑

ω

8
「

δ
ω

を

も

と

に

書
か

れ

た

と

の

解
説

が

あ

る
。

裏
表
紙
に

は、

ア

メ

リ

カ

と

カ

ナ

ダ

と

イ

ギ

リ

ス

で

の

価
格
が

表
示

さ

れ

て

い

る
。

と

は

い

え
、

英
語

圏
の

国
々

で

め

ざ
ま

し

く

売
れ

て

い

る

と

は

思

え

な

い

が
、

し

か

し

＝
二一
二

年
前
に

書
か

れ

て

い

る

に

も

か

か

わ

ら

ず、

絶
版
と

な

っ

て

忘
れ

去

ら
れ

た

わ

け

で

は

な

く、

こ

う

し

て

今
な

お

売
ら

れ

て

い

る

こ

と

は、

そ

の

こ

と

自
体
た
い

し

た

こ

と

で

は

あ

る
。

先
に

書
い

た

よ

う
に

数
度
の

映

画
化
の

こ

と

も

あ

る
。

や

は

り

日

本
ほ

ど

で

は

な

い

に

し

て

も、

世

界
名
作
た

る

に

恥
じ

な
い

。

　

そ

れ

で

は

こ

こ

で
、

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

の

日

本
で

の

国
民
的
と

も

言
え

る

人
気
の

ほ

ど

を

エ

ピ

ソ

ー

ド

で

紹
介
し

た

い
。

二

〇

〇
〇
年
春

、

東
京
都
美
術
館
に

お

い

て

「

ル

ー

ベ

ン

ス

と

そ

の

時
代
展
」

が

開
催
さ

れ

た
。

ル

ー

ベ

ン

ス

と

い

え

ば、

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

に

お

い

て、

シ

ン

ボ

ル

と

な
っ

て

い

る

オ

ラ

ン

ダ

の

生

ん

だ

偉
大

な

画
家
で

あ

る。

本
稿
で

も

す
で

に

そ

の

名

に

ふ

れ

て

い

る
。

主

催
者
の

毎

日

新
聞
で

は

開

催
に

先
だ

ち
特
集
を

組
ん

で

い

る

が
、

そ

こ

で

は
ル

ー

ベ

ン

ス

の

こ

と

を、
「

『

画
家
た

ち
の

王
』

と

呼

ば

れ

る

な

ど
一

七

世
紀
の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

最
も

そ

の

名

を

知
ら

れ

た

巨

匠
ル

ー

ベ

ン

ス

」

「

バ

ロ

ッ

ク

絵
画

の

巨
匠
と

し

て

名
声
と

影
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響
力

は

当

代
随
一

を

誇
る
L 、

な

ど

と

紹

介
し

て

い

る。

彼
の

作
品
は、

教
会

や

宮

殿
の

た

め

に

描
か

れ

た

大

作

も

多
く

、

「

生

涯
に

二

千
点
と

も

い

わ

れ

る

膨
大

な

作

品
を

残
し

た
」

と

も

あ

る。

　

さ

て

こ

の

展
覧
会

の

キ

ャ

ッ

チ

コ

ピ

ー

は

「

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

　
ネ

卩

少

年

の

憧
れ

、

ル

ー

ベ

ン

ス

に

会
い

に

行

き

ま

せ

ん

か
」

で

あ
っ

た
コ

私
が

見

た

の

は

電

車
の

中
の

掲
示

板
で

あ
っ

た
。

美
術
館
用
の

大

き

な

ポ
ス

タ

ー

に

は
、

こ

の

キ

ャ

ッ

チ

コ

ピ

ー

は

使
わ

れ

て

い

な
い

の

で、

電
車
や
バ

ス

用
に

使
わ

れ

た

の

だ

ろ

う
。

単

に

「

巨
匠
ル

ー

ベ

ン

ス

」

と

言
う

よ

り

「

ネ
ロ

の

憧
れ、

ル

ー

ベ

ン

ス
」

と

言
っ

た

方
が
、

ど

れ

ほ

ど

集
客
力
が

多
か

ろ

う
か

と、

こ

の

コ

ピ

ー

ラ

イ

タ

ー

の

着
眼
点
に

感
心

さ

え

す
る

。

裏
を

返

し

て

言

え

ぱ、

日

本
で

は
ル

ー

ベ

ン

ス

よ

り

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

の

方
が、

段
違
い

に

有
名
と
い

う
こ

と

を

証

明
し

て

い

る

の

で

あ
る
。

　

ち

な

み

に

こ

の

展

賢
会
で

は

ル

ー

ベ

ン

ス

の

作
品

が
一

八

点
も

あ

り、

そ

の

数
の

多
さ

は、

日

本
で

は

今
回

が

初
め

て

で、

そ
の

上

「

日

本
に

お

け
る

過
去

の

ル

ー

ベ

ン

ス

展
に

こ

れ

ほ

ど

の

作
品

は

登

場
し

た
こ

と

が

な
い

」

と

い

う
ほ

ど
の

傑
作
ぞ

ろ

い

で

あ

り、

さ

ら

に

そ
の

上、

一

点
を

の

ぞ

く
一

七

点
が

日

本
初
公
開
と
い

う
。」

つ

ま

り

「

日

本
初
」

が

三

点
セ

ッ

ト

に

な

っ

た

豪
華
展
覧
会
で

あ
っ

た
。

会

期
ニ

カ．
月

半
の

閉
幕
数
日

前
に、

入

場
者
は
一

五

万

入

に

達
し

た

と
い

う
か

ら、

た

い

へ

ん

な

人
数
で

あ

る
。

こ

の

中
に

「

ネ

ロ

の

憧
れ、

ル

ー

ペ

ン

ス

」

に

つ

ら

れ

て

や

ワ

て

来

た

人

も、

少
な

く

は

な
い

だ

ろ

う。

こ

の

あ

と

展
覧
会
は

名
古
屋、

京
都
を

ま

わ
っ

た

の

で
、

ネ

ロ

を

通

じ

て

ル

ー

ベ

ン

ス

に

出

会
っ

た

人
の

数
も、

入
場
者

数
に

正

比

例
し

て

増
え

た

こ

と

と

思

わ

れ

る。

　

つ

い

で

な

が

ら、

キ

ャ

ッ

チ

コ

ピ

ー

は

「

ネ

ロ

の

憧
れ
、

ル

ー

ベ

ン

ス

」

と

は

言

っ

て

い

る

が、
「

ネ

ロ

の

憧
れ、

ル

ー

ベ

ン

ス

の

あ

の

絵
」

と

は

言
っ

て

い

な
い

。

ネ

ロ

が

死
に

赴
く

と

き

に
、

や

っ

と

見
る

こ

と

が

叶
っ

た

「

あ

の

絵
」

は、
「

十
字

架
に

か

け

ら

れ

る

キ

リ

ス

ト
」

と

「

十
字
架
か

ら

お

ろ

さ

れ

る

キ

リ

ス

ト
」

の

二

幅

日

本
人
の

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

井
上

英
明

の

絵
で

あ

る
。

「

あ

の

絵
」

が

展
示

物
の

中
に

入
っ

て

い

な

く

と

も、
「

あ

の

絵
」

を

描
い

た

画

家
の

、

他
の

絵
へ

の

お

誘
い

に

引
っ

ぱ

り

出
さ

れ

る

の

だ

か

ら、

ネ
ロ

の

知

名
度

、

好
感
度
た

る

や

絶
大

で

あ
る

。

　

ル

ー

ベ

ン

ス

に

つ

い

て

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

の

中

で

は
、

ど

の

よ

う

に

書
か

れ

て

い

る

か

と
い

う

と、

　
ル

ー

ペ

ン

ス

な

し

で

は
、

ア

ン

ト

ワ

ー

プ

は

ど

う
で

あ

ろ

う
か

。

波
止
場
で

取

引
を

す

る

商
人

の

ほ

か

は
、

だ

れ
一

人
見
む

き

も

し

な
い

き

た

な

い
、

陰
気
な
ご

み

ご

み

し

た

市
場
に

す
ぎ

な

い

の

だ
。

ル

ー

ベ

ン

ス

あ
っ

て

こ

そ、

こ

の

地

は

全

世

界
の

人
々

に

そ

の

名
を

尊
ば

れ
、

聖
な

る

地

と

な

り、

美
術
の

神
が

生
誕

し

た

ベ

ツ

レ

ヘ

ム

で

あ

り、

美
術
の

神
が

死

し

て

横
た

わ
る

ゴ

ル

ゴ

タ

の

丘

と

な
っ

た

の

で

あ

る
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
（

村
岡

花
子

訳
）

と

あ

る
。

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

の

書
か

れ

た

年
か

ら

遡
る

こ

と

三

〇
〇
年
に

な

ん

な

ん

と

す
る

以

前
に

ル

ー

ペ

ン

ス

は

誕
生
し

た
。

ア

ン

ト

ワ

ー

プ

は、

ル

ー

ベ

ン

ス

の

存
命
中
か

ら

彼
の

か

く

れ

な

き

名
声
に

よ

っ

て

そ

の

名
が

知
ら

れ、

死

し

て

は

墓

の

在
り

処
と

し

て、．

世
界
的
名
所
と

な

っ

た

の

で

あ

る
。

で

あ

る

が
、

し

か

し

ウ

ィ

ー

ダ
の

筆
致
は
ル

ー

ベ

ン

ス

を

讃
美
す
る
一

方

で
、

ア

ン

ト

ワ

ー

プ

に

対
し

て

は、

何
と

も

辛

辣
で

は

な

い

か
。

作
品
の

舞
台
で

あ

り

な
が

ら、

翻
訳
し

よ

う

と

し

な

か

っ

た
、

当

時
の

地

元
の

人
た

ち
の

心

情
が

わ
か

る

よ

う

な

気
も

す
る
。

　

辛
辣
と

い

え

ば、

も

う
一

つ

あ

る。

イ

ギ
リ

ス

で

育
っ

た

ウ

ィ

ー

ダ

は、

ア

ン

ト

ワ

ー

プ

に

住
ん

で、

犬
が

労
役
犬
と

し

て

酷
使
さ

れ

て

い

る

の

を

み

て、

非
常
に

憤

り

を

感
じ

た

よ

う

だ
。

引
用
す
る

と、

パ

ト

ラ

シ

エ

の
皿

族
は

親
か

ら

子
へ

と、

何
世

紀
も

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

で

苦
し

い79
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明

星
大

学

研

究

紀
要
【

日

本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
】

第
十
三

号

　
二

〇
〇
五

年

残
酷
な

労
役

に

服
し

て

き

た

1
奴
隷
中

の

奴
隷
で

あ

り
、

庶
民
の

中
の

犬
で

あ

っ

た、

車
の

梶
捧
と

馬

具
に

ゆ

わ

き
つ

け

ら

れ、
　一

生、

荷
車
の

擦
傷
に

苦

し

み

な

が

ら

筋
肉

を

無
理

に

つ

か

っ

た

あ

げ

く、

街
路
の

か

た
い

敷
石
の

上

で

心

臓
が

や

ぶ

れ

て

死

ん

で

い

く

の

だ
っ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
岡

花
子

訳
）

と

書
い

て

い

る
。

当
時
と
い

え

ど

も、

物
質
的
豊
か

さ

の

頂
点
に

あ
っ

た

ミ

ド
ル

ク

ラ

ス

の

イ

ギ

リ

ス

人
の

目

か

ら

見
る

と、

犬

の

酷
使
は

野
蛮
な

行
為
で

あ
る

こ

と

に

は

違
い

な

か

っ

た
。

こ

の

こ

と

も、

翻
訳

し

よ

う

と

さ

れ

な

か
っ

た

理

由
の
一

つ

で

は

な

い

だ

ろ

う
か
。

も

と

も

と

題

名
は

＞

Uo
ひQoh

コ

窪
α
 

虜

で

あ

る
。

原
書
の

ノ

　

　
　
ト

端
書
に

も

葺
Φ

身
曾

∋
oO

 

≡
自
o
αq
°。

8「
団

と

し

て

評

価
さ

れ

て

い

る

と

あ

る
。

大

の

犬
好
き

だ
っ

た

と

い

う

著
書
ウ

ィ

ー

ダ

は、

ネ

ロ

に

命
を

救
わ

れ、

ネ
ロ

と

共

に

生

き、

ネ

ロ

に

殉
じ

て

死

ん

で

い

っ

た
パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

の
、

「

名

犬
物
語
」

を

書

い

た

の

か

も

知
れ

な
い

。

と

な

る

と

な

お

さ

ら

の

こ

と、

地

元

で

は

翻
訳
を

敬
遠

し

た

か

っ

た

だ

ろ

う

と

思

わ

れ

て

く
る
。

　

さ

て、

こ

の

よ

う

な

情
況
の

中
で
、

冒
頭
部
分
に

述
べ

た

ア

メ

リ

カ

映
画

実
写

版

「

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
」

が

公
開
さ

れ

た

の

で

あ

る
。

先
に

映
画

化
さ

れ

た

三

作
品

も、

と

も

に

ア

メ

リ

カ

映
画

で

実
写

版
で

あ

っ

た
。

ハ

リ

ウ

ッ

ド

で

撮
影

さ

れ

た

こ

の

映
画

は、

名
の

通
っ

た

俳
優
を

そ

ろ

え

た

こ

と

で

も

話
題

と

な
っ

た

が、

日

本
で

は

二

通

り

の

結
末
が

あ

る

こ

と

で

注

目

さ

れ

た
。

私
が

興
味
を

も
っ

た

の

も、

そ

こ

で

あ
っ

た
。

　

公

開
中

の
一

九

九

九
年
八

月

＝
二

日

付
毎
日

新
聞
の

記
事
は、
「

悲
し

す

ぎ

る
ρ”

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

」

「

映
画
化

で

ハ

ッ

ピ

ー

ニ

ン

ド

版
も
」

「

『

悲
劇
版
』

採

用

は

日

本
だ

け
」

の

見
出
し
で
、

そ
の

間
の

事
情
を

報
じ

て

い

る
。

公

開

に

先
だ

つ

配

給
会

社
へ

の

試
写
会
で

は

「

悲
劇
版
の

方
は

完
成
が

間
に

合
わ

ず、

登

場
し

た

の

は

ハ

ッ

ピ

ー

エ

ン

ド

版
だ

っ

た
。

ネ
ロ

と
パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

が

大

聖

堂

で

倒
れ

る

と

こ

ろ

80

ま
で

は

同
じ

だ

が、

そ

の

後
、

仮
死

状
態
に

な
っ

て

自

分
の

葬
式
の

夢
を

見
た

ネ
ロ

が

『

生

き

た
い

』

と

強
く

願
っ

て

生

還
す
る

と

い

う
ス

ト

ー

リ

ー

だ
L

と

い

う。

試

写

を

み

た

「

ベ

ル

ギ

ー

や

イ

ギ

リ

ス
、

フ

ラ

ン

ス
、

ロ

シ

ア

と
い

っ

た

ヨ

i
卩

ッ

パ

諸
国
の

配
給
会

社
が

選
ん

だ
の

は

す
べ

て

ハ

ッ

ピ

ー

エ

ン

ド

版
だ

っ

た
」

と

も

あ

る
。

理

由
は

「

死

ん

で

し

ま
う

の

は

可

哀
そ

う

す

ぎ

て

観
客

に

受
け

な

い
」

か

ら

だ

と

い

う
。

日

本
側
の

意
見

は

「

や
っ

ぱ

り

悲
し

い

パ

タ

ー

ン

で

見
た
い

」

「

死

ぬ

の

は

つ

ら
い

け

れ

ど

も

原
作
に

忠
実
の

方

が

い

い
」

な

ど

で
、

悲
劇
版
の

採
用
が

決
定
さ

れ

た

と

の

由
。

八

月
七

日

付
西

日

本
新
聞

夕
刊
で

は、
「

外
国

で

は

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

は

そ

れ

ほ

ど

ポ

ピ

ュ

ラ

ー

で

は

な

い
。

日

本
で

は

長
年
親
し

ま
れ、

ア

ニ

メ

で

ス

ト

ー

リ

ー

が

よ

く

知
ら
れ

て

い

る

た

め、

原
作
通

り
の

悲
劇
版
が

選

ば

れ

た
」

と

ず
ば

り

的

確
で

あ

る
。

テ
レ

ビ

ア

ニ

メ

で

放
映
以

来、

何
度
も

再

放
映
さ

れ

て

き

た

経
過

と、

そ

の

延
長
上

の

ア

ニ

メ

映
画

「

劇
場
版
／

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
」

の

公

開
か

ら

わ

ず
か

二

年
、

今
さ

ら

ど

う

し
て

ハ

ッ

ピ

ー

エ

ン

ド

版
を

選
べ

よ

う
か

。

試

写

会
に

悲
劇
版
が

間
に

あ

わ

ず、

実
際
に

見

る

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

に

も

か

か

わ

ら

ず、

日

本
の

配

給
会
社
が

悲
劇
版
を

選
ん

だ

と

い

う
こ

と

は、

初
め

に

結
論
あ

り

き、

だ

っ

た

か

ら

で

あ

る
。

　

初
め

に

結
論
あ

り

き、

と
い

う
の

は

日

本

側
だ

け

で

は

な

く、

制
作
し

た

側
も

そ

う

で

あ

っ

た
。

ハ

ッ

ピ

ー

エ

ン

ド

に

す
る

か

ら

制
作

し

た

の

で

あ

る
。

ケ

ビ

ン

・

プ

ロ

デ
ィ

監
督
自
身、

原
作
の

ま

ま

で

は

客
は

呼
べ

な
い

と

明

言
し

て

い

る
。

客
を

呼

ぶ

た

め

に

ハ

ッ

ピ

ー

エ

ン

ド

に

す
る

の

は、

大
前
提

で

あ
っ

た

の

だ
。

そ

れ

な

ら

ば

な

ぜ

原
作
版
も

作
っ

た

か

と
い

う

と、

原

作

は

ま
っ

た

く
正

反

対
の

結
末
に

し

た

た

め、

一

応
原
作
版
も
作
る

だ

け

は

作
っ

て

お

こ

う

と、

申
し

訳
に

作
ら

れ

た
の

で

あ

る
。

も

っ

と

も

ア

メ

リ

カ

映
画

で

は、

相
反

す

る

二

つ

の

結
末
を

用

意
す
る

こ

と

は

珍
ら

し

い

こ

と

で

は

な

い

と、

い

く
つ

か

の

例
を

先

の

毎
日

新
聞

は

紹
介
し

て

い

る
。

　

映
画
の

内
容
を

み

て

み

る

と、

や

は

り
ハ

ッ

ピ

ー

エ

ン

ド

用
に

作
ら

れ

て・
い

る

た
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め、

悲
劇
版
で

は

伏
線
が

生

か

さ

れ

な

い

と
こ

ろ

が

い

く
つ

か

あ

る
。

ネ
卩

と

ア

ロ

ア

が

ジ

プ

シ

ー

た

ち
の

サ

ー

カ

ス

に

紛
れ

こ

み、

歓
迎

さ

れ

て

占
い

師
に

占
っ

て

も

ら

う
シ

ー

ン
。

占
い

師
は

「

ネ
ロ

は

将
来、

大

物
に

な
っ

て

人

々

に

感
動
を

与
え

る
」

「

二

入

は

も

と

も

と

出
会
う
運
命
で、

い

つ

の

日

に

か

本
当

に

幸
せ

を

つ

か

む
」

と

予
言
す

る
ρ

そ

し
て

ネ
ロ

が

全
身
全

霊
を

か

け
て

描
い

た
コ

ン

テ

ス

ト

に

出
品

す

る

絵
は、

そ

の

日

見
た
ジ

プ

シ

ー

た

ち
の

姿
で

あ
っ

た
。

観
客
は、

ネ
ロ

に

ど

ん

な

不

幸
が

襲
い

か

か

ろ

う

と

も
、

そ

の

占
い

通

り

最
後
に

幸
せ

が

訪
れ

る

と

予

想
し

て

い

る

か

ら、

安
心

し

て

見

て

い

ら
れ

る

と
い

う
わ

け

で

あ

る
。

　

も

う
一
つ

、

こ

れ

は

私
の

予
想
の

範
囲

で

は

あ

る

が、
　
ハ

ッ

ピ

ー

エ

ン

ド

で

蘇…
っ

た

ネ

ロ

の

前
に

現

れ

る

実
の

父
親
と

い

う
の

は
、

恐

ら

く

は、

い

つ

も

ネ

ロ

に

親
切

で

ネ

ロ

の

才
能
を

認
め

て

い

た

画
家
そ

の

人

で

あ
っ

た

だ

ろ

う
。

劇
中、

才
能
の

あ

る

女
弟
子

の

話

が

画
家
の

口

か

ら

何
度
か

出

て

く

る

が、

そ

れ

が

ネ

ロ

の

亡

き

母

親

だ
っ

た

に

違
い

な

い
。

悲

劇
版
で

は

女
弟

子

の

話
は

何
の

意

味
も

な

く

終
わ

る
。

　

こ

の

映
画

は

実
写

で、

そ

の

時
代
を

リ

ア

ル

に

表
現
し

て

い

る
。

村
で

唯
一

の

金

持
ち

と
い

っ

て

も

コ

ゼ

ツ

は

紳
士
で

は

な

く

労
働
に

あ

け

く

れ、

ア

ロ

ア

も

そ

の

母

も

家
の

仕
事
や

農
作
業
を

す

る

農
家
の

お

か

み
さ

ん、

田

舎

娘
で

あ

る
。

寒
村
で

の

ネ

卩

た

ち
の

貧
乏

な

暮
ら

し

ぶ

り

も

現
実

的
に

描
か

れ

る
。

画
家
の

家
で

は

芸

術
が

語
ら

れ

る

が
、

ネ

ロ

の

日

常
生

活
は

お

よ

そ

都
会

の

豊
か

さ

と

か

文

化

と
か

の

入

り

こ

む

余

地

は

ま
っ

た

く

な

い
。

そ

の

描
写

は、

原

作
の

イ

メ

ー

ジ

を

そ
っ

く

り

再

現

し

て

い

る

と
い

っ

て

よ

い
。

　

と
こ

ろ

で
、

今
ま

で

こ

の

結
末
を

悲
劇
版
と

ハ

ッ

ピ

ー

エ

ン

ド

版

に

分
け

て

述
べ

て

き

た

が、

原

作
と

く

ら

べ

る

と、

ハ

ッ゜
ピ

ー

エ

ン

ド

版
は

論
外

と

し

て、

悲
劇
版

で

も

ま

だ

大
い

な

る

救
い

が

あ

る。

第
一

は

例
の

画

家
と

の

交
流
で

あ

る
。

ル

ー

ペ

ン

ス

に

つ

い

て

語
り、

絵
の

指
導
を

し、

画

材
ま

で

与

え

て

く

れ

た
。

ネ
卩

は

臆
せ

ず
接
し

て

い

る

が、

階
級
も

生
活
程
度
も

何
も

か

も

別
世
界
の

こ

の

交
流
が

あ
っ

て

日

本
人
の

「

フ

ラ
ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

井
上

英
明

初

め

て、

ネ
ロ

は

大

ぶ

り

の

満
足

す
べ

き

作
品

を

展
覧
会
に

出
品

す

る

こ

と

が

で

き

た

の

で

あ

る
。

第
二

が

鍛
冶

屋

の

存
在

。

火

事
の

あ

と

も

変
わ

ら

ず

に

親
切

を

続
け

て

く

れ

た
。

ネ

ロ

に

は

堂
々

と

味
方

し

て

く

れ

る

村
人

も
い

た

の

で

あ

る
。

　

そ

し
て

第
三

。

ネ
ロ

の

最
期
に

ル

ー

ベ

ン

ス

が

出
て

き

て

話
し
か

け

て

く

れ

る

の

で

あ

る
。

い

か

に

も

唐
突
で

奇
異
な

感
じ

も

す

る

が、

ル

ー

ベ

ン

ス

を

崇
拝
し

て

い

る

少
年
に

と
っ

て
、

最
大
の

餞
が

用
意
さ

れ

た

わ

け

で

あ

る
。

ハ

ッ

ピ

ー

エ

ン

ド

で

は

こ

の

会

話
か

ら

ネ

ロ

は

生

き

る

方
向
へ

向
か

っ

て

い

っ

た

の

で

あ

ろ

う

が、

悲
劇

版
の

方
で

も、

ル

ー

ベ

ン

ス

に

連
れ

ら

れ

て

亡

き

母
の

許
へ

行

き、

し

っ

か

り

と

抱

き

合
う
の

で

あ

る。

巨
匠
ル

ー

ベ

ン

ス

は

ネ

ロ

の

母

親
の

才
能
を

も

認
め

て

お

り、

こ

こ

に

ネ
ロ

、

母

親
、

ル

ー

ベ

ン

ス

の

絆
が

は
っ

き

り

と

結
ば

れ

た

こ

と

も

あ

り、

同
じ

死
ぬ

結
末
と

い

っ

て

も、

救
い

の

あ

る

結
末
に

な
っ

て

い

る
。

　

ハ

ッ

ピ

ー

エ

ン

ド

の

方

は、

残
念
な

が

ら

未
見
な

の

で、

あ

ら

筋
に

頼
る

ほ

か

は

な

い

が、

ど

ん

な

苦
労

も

最
後
は

報
い

ら

れ

る

と

い

う、

ア

メ

リ

カ

ン

・

ド

リ

ー

ム

か

ら

す

る

と、

ネ

ロ

を

死

な

せ

て

は

な

ら

ぬ
、

生

き

て

幸
せ

な

人
生

を

歩
ん

で

欲

し

い

と
い

う

平
均
的
な

読
者
の

願
望
を、

映
像
で

実
現
さ

せ

た
か

っ

た

で

あ

ろ

う。

苦

労
の

末
に

死
ん

だ

と
い

う
の

で

は、

ネ
ロ

は

浮
か

ば

れ

な

い

か

ら

で

あ

る
。

そ

の

よ

う
な

映
画
は

、

普
通
の

大

入
に

と
っ

て

も

気
持
ち

を

萎
流

さ

せ

る

だ

け

で

あ

る

し、

子

ど

も

に

と

っ

て

も、

苦

労
を

乗
り
こ

え

よ

う
と

努
力
す

る

力

を

奪
い
、

ど

う

せ

良

く

は

な

ら

な
い

と

い

う

諦
め

、

人

間

不

信、

無
力
感
な

ど

を

助
長
す
る

と

い

っ

た

あ

く

ま

で

も

教
育
上

の

悪

影
響
を

確
信
し

て

い

る

か

ら

で

あ

る。

　

ネ
ロ

は

絵
の

天
才
少

年
で

あ

り、

プ

ラ

イ

ド

を

持
っ

て

い

た
。

温
和

な

性
格
で

正

直
者
で

働
き

者

で

あ

る

が

故
に
、

辛
酸
を

な

め

た。

こ

こ

で

生

ま
れ

変
わ

っ

て

幸
せ

な

生

活
に

入

る

と

こ

ろ

が

ど
の

よ

う

に

表
現
さ

れ

て

い

る

か
、

私
な

ど

も

い

つ

か

見

届
け

た

い

も
の

で

あ

る
。

　

こ

こ

で

ふ

れ

て

お

き

た

い

の

が、

ア

メ

リ

カ

ン

・

ド

リ

ー

ム

の

具

現
者
の

典
型
で81
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明

星

大

学
研
究

紀

要
【

日

本
文
化
学

部・
言

語

文
化

学
科
】

第
十

三

号
　一一
〇

〇
五

年

あ

る

ウ

ォ

ル

ト

・

デ
ィ

ズ

ニ

ー

で

あ

る
。

子

ど

も

時
代
に

は

も
っ

ぱ

ら

夢
と

希
望
を

与
え

よ

う
と

い

う
考
え

方
で

あ

る

か

ら、

デ
ィ

ズ

ニ

ー

の

物
語

は

す
べ

て

ハ

ッ

ピ

ー

エ

ン

ド

で

あ

る
。

だ

か

ら

と

く

に

ア

メ

リ

カ

の

子

ど

も

た

ち

は

デ
ィ

ズ

ニ

ー

の

物
語

を

見
た

あ

と

は、

幸
福
感、

満
足
感、

充
実

感
に

ひ

た

る

こ

と

が

で

き

る

の

で

あ

る
。

そ

し

て

さ

ら

に

世
界
中
の

子

ど

も

た

ち

を

魅
了

し

て

や

ま

な

い

の

も

当

然
の

こ

と

で

あ

ろ

う。

　

し

か

し

な

が

ら、

あ

ま

り

に

甘
す
ぎ

て

首

を

か

し

げ
た

く

な

る

場
合

も

あ

る
。

ア

ン

デ

ル

セ

ン

の

『

人
魚
姫
』

を

書
き

か

え

た

『

リ

ト

ル

・
マ

ー

メ

イ

ド
』

が

そ

れ

で

あ

る
。

　

終
盤、

人
魚
姫
は

愛
す
る

王

子
の

命
を

奪
え

ば

人

魚
に

戻
れ

る

が
、

奪
わ

な

け

れ

ば

泡
と

な
っ

て

消
え

る

と

い

う、

二

者
択
一

を

せ

ま

ら

れ

る
。

周
知
の

通
り、

人

魚

姫
は

王

子
の

幸
せ

を

願
い
、

自
分
は

泡
と

な
っ

て

消
え

て

い

く
。

し

か

し

空
気
の

精

と

な
っ

て、

空
気
の

娘
た

ち

と

い

っ

し
ょ

に

空
へ

昇
っ

て

い

き、

三

〇

〇
年
後
に

神

の

許
へ

行
く

日

を

待
つ

と

い

う、

天

上

の

祝

福
を

得

る

「

そ

の

後
」

が

あ

る。

　
『

リ

ト

ル

・
マ

ー

メ

イ

ド
』

の

方
は、

海
の

王

ト

リ

ト
ン

の

娘
ア

リ

エ

ル

が

ヒ

卩

イ

ン

で

あ

る
。

ア

リ

エ

ル

は

魔
女
の

魔
法
に

よ
っ

て
、

声
を

差

し

出
す
か

わ

り

に

人

間
に

な

り、

王

子
の

ぞ

ぱ

に

行
く
。

こ

こ

ま

で

は

原

作
に

だ

い

た

い

近

い

が
、

こ

れ

か

ら
が

違
っ

て

い

る
。

王

子

の

花
嫁
に

な

る

娘
は

実
は

あ
の

魔
女

で
、

ア

リ

エ

ル

の

声
を

使
っ

て
、

嵐
の

日

に

王

子
を

助
け
た

娘
に

な

り

す
ま

し

て

い

た

の

で

あ

る
。

正

体
を

知
っ

た

海
の

仲
間

は

力
を

合
わ

せ、

王

子
も

戦
い

に

加

わ

り

魔
女

を

や
っ

つ

け

る
。

父
ト

リ

ト

ン

は

ア

リ

エ

ル

の

気
持
ち

を

知
っ

て
、

彼
女

を

人

間
に

変
え

る
。

王

子

と
ア

リ

エ

ル

は

結
婚
し、

い

つ

ま

で

も

幸
せ

に

暮
ら

し

た

ー
と

い

う
の

で

あ

る
。

　

デ
ィ

ズ

ニ

i

社
は

豪
華
客
船
「

リ

ト

ル

・
マ

ー

メ

イ

ド

号
」

を

持
っ

て

い

て、

子

ど

も

た

ち
が

、

海
と

船
の

生

活
を

楽
し

め

る

よ

う
に

な
っ

て

い

る
。

夢
と

希
望
に

あ

ふ

れ

た

船
上

生

活
。

夢
と

希
望

に

あ

ふ

れ

た

ア

リ

エ

ル
。

だ

が

ち
ょ

ウ

と

待
て

よ
。

82

デ
ィ

ズ

ニ

ー

ラ

ン

ド

や

リ

ト

ル

・

マ

ー

メ

イ

ド

号
は

よ

い

と

し

て

も
、

『

人
魚
姫
』

と

『

リ

ト
ル

・
マ

ー

メ

イ

ド
』

の

問
に

は、

翻
案
と

い

う
に

は

大

き

す
ぎ

る

隔
り

が

あ

る

と

言

わ

ざ

る

を

得
な

い
。

あ

ま

り

に

も

お

手
軽
に、

ア

メ

リ

カ

ン

・

ド

リ

ー

ム

が、

サ

ク

セ

ス

・

ス

ト

ー

リ
ー

が
、

手
品

の

如
く

湧
き

出

で

て

き
て
、

原

作
に

あ
っ

た

も

の、

人

魚

は

人

魚

で

あ
っ

て

人

間
で

は

な
い

と
い

う

宿
命
や

、

王

子
の

た

め

に

自

分
の

命
を

惜
し

ま

な

い

と
い

う

没
我
的
愛
や、

泡
に

な
っ

た

あ

と

の

精
神
的
満
足

な

ど

が

ま
っ

た

く

無
視
さ

れ、

現

世
的
幸
せ

の

み

が

ク

卩

ー

ズ

ア

ッ

プ

さ

れ

て

「

二

入

は

い

つ

ま

で

も

幸
せ

に

暮
ら

し

ま

し

た
」

と
い

う
の

で

は、

い

か

に

も

安
直
に

す

ぎ

る
。

も

は

や

原
作
に

ヒ

ン

ト

を

得
た、

ま
っ

た

く

別
の

作
品

と

解
釈
す

る

ほ

か

は

な

い
。

デ
ィ

ズ

ニ

ー

作
品

に

は、

ど

の

作
品
に

も

夢
と

希
望
の

フ

ィ

ル

タ

ー

が

か

け

ら

れ

て

い

る。

ひ

と

と

き
の

ド

リ

ー

ム

を

楽
し

む

た

め
の

薔
薇
色
の

フ

ィ

ル

タ

ー

な

の

だ
。

　
「

終
わ

り

良
け

れ

ば

す
べ

て

良

し
」

1
結
局、

結

末
が

悲
劇
で

あ
っ

て

も、

そ

れ

が

作
者
の

ね

ら
い

通

り

に

読
者
に

受
け
取

っ

て

も

ら

え

れ

ば、

そ

れ

は

「

す
べ

て

良

し
」

な

の

で

あ

る
。

ハ
ッ

ピ

ー

エ

ン

ド

だ

か

ら

と

い

っ

て、
「

す
べ

て

良
し

」

と

は

限
ら

な
い
。

テ
レ

ビ

ア

ニ

メ

「

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
」

が、

こ

れ

ほ

ど
に

日

本
人

の

心

に

感
銘

を

与
え

て

い

る

の

は
、

終
わ

り

が

よ

か

っ

た

か

ら
で

あ

る
。

そ

し

て

そ

の

終
わ

り

は

「

始
め

に

結
論
あ

り

き
」

だ
っ

た

の

で

あ

る
。

テ
レ

ビ

放
映
中、

最
終

回

が

近
づ

く

に

つ

れ

て

「

ネ
卩

と

パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

を

死

な

せ

な
い

で
」

と
の

嘆
願
の

手

紙
が、

放

送

局
や

新
聞
の

視
聴
者
欄
に

殺
到
し

た

と
の

こ

と
で

あ

る
。

そ

れ

は

新

聞
の

社
会

面

に

も

取

り

上

げ

ら

れ

る

ほ

ど

で

あ
っ

た。

い

よ

い

よ

最

終
回

、

抱
き

あ

っ

て

倒
れ

て

い

る

ネ
ロ

と

パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

ー
。

大

聖

堂

の

高
い

天

井
か

ら、

静
か

に

天

使
た

ち

が

舞
い

降
り

て

き

て
、

二

人
を

そ
っ

と

抱
き

起
こ

す
。

目

を

さ

ま

し

た

二

人

は、

七

人

の

天

使
た

ち

に

導
か

れ、

天
へ

と

昇
っ

て

い

く
の

で

あ
る

。

最
後
の
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語
り

を

引

用

し

よ

う
。

　

ネ

ロ

と
パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

は、

お

じ
い

さ

ん

や

お

母

さ

ん

の

い

る

遠
い

お

国
へ

行

き

ま

し

た
。

も

う
こ

れ

か

ら

は、

寒
い

こ

と

も、

悲
し

い

こ

と

も、

お

な

か

の

す

く

こ

と

も

な

く、

み
ん

な

と

い

っ

し
ょ

に

楽
し

く

暮
ら

す
こ

と

で

し
ょ

う
。

　

映
像
の

方
は

ネ

ロ

が

パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

の

引
く

牛
乳
集
配
の

あ

の

車
に

乗
っ

て、

大

聖

堂
か

ら
空
へ

駆
け

上
っ

て

い

く
。

ま

わ

り

に

は

七

人
の

天

使
た

ち
が

つ

き

そ
っ

て

飛
ん

で

い

く。

何
と

神
々

し

く、

荘
厳
な

光
景
で

あ

ろ

う
か
。

キ

リ

ス

ト

教
的
な

死

ぬ

結
末
に

は

違
い

な
い

が、

キ

リ

ス

ト

教
的
見
地
か

ら

は
、

至
福
の

終
焉
と
い

え

る

の

で

あ

る
。

　

ま

さ

に

こ

の

昇

天

の

シ

ー

ン

こ

そ、

ス

ポ

ン

サ

ー

で

あ

る

カ

ル

ピ

ス

社
の

当

時
の

社
長、

土
倉
冨
士

夫

氏
の

強
い

要

望
だ
っ

た

の

で

あ

る。

そ

の

間

の

事
情
は、

別
冊

宝
島
七

五

八

号
（

二

〇
〇

三
・

四
・

二

七
）

に

く

わ

し

い
。

同

誌
所
載
の

監
督
の

話
で

は、

当

時
の

ア

ニ

メ

は

「

ほ

と

ん

ど

は
ス

ポ

ー

ツ

や

SF

的
な

も

の、

あ

る

い

は

ギ

ャ

グ

作
品
」

ば

か

り

で

「

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

の

よ

う

な
シ

リ

ア

ス

な

人

間

ド

ラ

マ

は

珍
ら

し

い

存
在
だ
っ

た
」

。

で

あ

る

か

ら
、

昇
天
の

シ

ー

ン

が

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

を

推

薦
さ

せ

た

と

言
っ

て

よ

い
。

ま

さ

に、
「

始
め

に

結
論
あ

り

き
」

な

の

で

あ
っ

た。

土

倉
氏
は

敬
虔
な

ク

リ

ス

チ

ャ

ン

で

あ
っ

た

と

い

う
か

ら、

死
は

悲

劇
で

は

な

く、

神
の

御
許
へ

召
さ

れ

永
遠

の

生

命
を

得
る

と

い

う
こ

と

な
の

で

あ

る
。

氏

は

毎
回

の

脚
本
に

も

目

を

通
し、

ラ

ス

ト

シ

ー

ン

は

絵
コ

ン

テ

の

段
階
で

チ

ェ

ッ

ク

を

し

た

と

い

う

ほ

ど、

こ

の

作
品

に

熱
心

で

あ
っ

た

と

い

う
。

最
後
の

方
、

ル

ー

ベ

ン

ス

の

宗
教
画

三

幅
の

あ

の

絵
が

大
写

し

に

な

る

場
面
で
、

効
果
的

に

流
れ

る

「

ア

ベ

マ

リ

ア
」

も、

氏
の

提
案
だ

っ

た

そ

う
で

あ

る。

　

土

倉
氏
の

熱
意
と、

そ

れ

に

応
え

た

製
作
側
の

黒

田

監

督
や
ス

タ

ッ

フ

の

力
量
が、

目

本
人
の

『

フ

ラ

ン

ダ

ー

ス

の

犬
』

井
⊥

英
明

今
な

お

日

本
中

の

子

ど

も

や

大
人

た

ち
を

も

感
動

さ

せ

続
け

る

作
品
に

仕
上

げ

た

わ

け

で

あ

る
。

そ

し

て

そ
の

感
動
は、

ア

ン

ト

ワ

ー

プ

に

銅
像
を

作
ら

せ

る

に

至
っ

た
。

映
像
の

方
は

世
界
中
に

流
さ

れ
、

こ

と

に

ス

ペ

イ

ン
、

ポ

ル

ト

ガ

ル

な

ど

の

カ

ト

リ

ッ

ク

の

国

や

東
南
ア

ジ

ア

な

ど

で

人
気
を

得
て

い

る

そ

う

で

あ

る。

映
画
と

違
ワ

て

テ

レ

ビ

は、

わ

ざ

わ

ざ

映
画

館

に

足

を

運

ば

ず
と

も、

自
宅

で

見

る

こ

と

も

で

き

る

し、

ビ

デ

オ

や

DVD

で

見

る

こ

と

も

で

き

る
。

分
量
も

五

二

話
あ

る
。

影
響
力
の

大

き

さ

は

量
り

知

れ

な

い
。

日

本
の

ア
ニ

メ

は

今
や

世

界
に

向

け

て、

日

本

文

化
の

発

信
源
の
一

つ

と

し

て

の

地

位
を

固
ぬ

た

の

で

あ

る
。

映
画

に

お

い

て

も、
「

千

と

千
尋
の

神
隠
し

」

「

ハ

ウ

ル

の

動
く

城
」

に

至
っ

て、

日

本
の

ア

ニ

メ

は

世
界
の

ト

ッ

プ

に

立
っ

た

と

言
っ

て

よ

い
。

　

そ

ろ

そ

ろ

こ

こ

で

結
論

に

移
ろ

う
。

原
作
者
ウ

ィ

ー

ダ

は

晩
年
は

精
神
的
に

も

経

済
的

に

も

窮
地

に

追
い

つ

め

ら

れ、

犬
ば

か

り

に

囲
ま

れ

て

暮
ら

し

て

い

た

と

い

う。

フ

ィ

レ

ン

ツ
ェ

の、

か

つ

て

の

社
交
界
の

花
形
は、

作
家
と

し

て

あ

る

い

は

生

活
者

と

し

て、

周

囲
の

人
々

に

荒
涼
た

る

心

象

風
景
を

見

た

で

あ

ろ

う。

そ

れ

故
に

な

お

さ

ら

ウ
ィ

ー

ダ

は

酷
薄
な

実
社

会
の

中
に、

現

実
に

は

存
在
し

な
い

ネ

ロ

と

パ

ト

ラ

ッ

シ

ュ

と
い

う

究
極
の

聖
性
を

作
り

出
し

た

に

違
い

な

い
。

ウ
ィ

ー

ダ

の

時
代
も

現

代
も、

私

た

ち

人

間

は

皆
、

ネ

ロ

と
い

う

聖

者

と

は

絶
縁
さ

れ

た

存
在
で

あ

る
。

」
パ

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
ロ
　
　　も

ト

ラ

ッ

シ

ュ

も

ま

た、

犬

と
い

う

動

物
の

生

物
的

本
能
の

限
界

を

越
え

た

聖

犬
で

あ

る
。

英

語
版
に

は

タ

イ

ト

ル

の

下

に

＞

o。

け

o

亳
ohZo

匹

ク

リ

ス

マ

ス

．

ス

ト

ー

リ

ー

と

あ

る
。

ウ

ィ

ー

ダ

は

私
た

ち

人

間
の

本
性
が

、

村
人

た

ち

の

冷
酷
さ

や

エ

ゴ

イ

ズ

ム

を

共

有

す
る

も

の

と

し

て
、

人
間

の

罪
そ

の

も

の

を

問
う

た
の

で

は

な
い

だ

ろ

う

か
。

救
い

の

な

い

結
末
の

原

作
が、

救
い

が

あ

る

か

の

よ

う

に

改

訳、

翻
案、

再
話
さ

れ、

新
し

い

本

と

な

り、

さ

ら
に

は

ア

ニ

メ

や

実
写

な

ど

の

映

像
を

通

し

て、

現
在
へ

連
綿
と

伝
え

ら

れ

て

来

る

こ

と

に

な

っ

た
。

こ

の

生

命
力
は、

も

と

も

と

原

作
に

こ

め

ら

れ

て

い

た

死

を

も

怖
れ

ぬ

神
へ

の

信
頼
と

並

は

ず
れ

た

芸

術
へ

の

畏
敬83
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明
星

大
学
研

究
紀
要
【

日

本

文
化
学

部
・
言
語
文
化
学

科】
第
十

三

号

　
二

〇
〇
五

年

84

の

念

と

い

う

ほ

か

は

な

い

の

で

あ

る
。

二

〇

〇
五
・

二

・
二

五

参
考
文
献

』

Oooq

ミ
、
ミ
恩

譜

藁
国

O°
℃

＝

＝一
磊
Qっ

∋
罫

穿

Oo
＜
o
「

唱

二

げ
＝

岳冖
δ

器鬯
ヨ
o°
一
8
臣。

『

世

界
名
作
劇
場

大
全
』

松
本
正

司
　
同
文
書
院

　一
九
九
九

『

世

界
児
童
・
青
少
年
文
学

情

報
大
辞

典
』

藤
野
幸
雄
編
訳

　
勉

誠
出
版
　
二

〇
〇
Q

『

二

〇
世
紀
ア

メ

リ
カ

映
画

事

典
』

力

タ

ロ

グ
ハ
ウ
ス

　
ニ

OO

二

『
フ

ラ
ン

ダ

ー

ス

の

犬
」

大

好
き
』

鬼
塚
り
つ

子

　
小

峰
書
店

　一
九
九
二
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